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史
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ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
六
月
八
日
、
農
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
同
法
に
よ
る
改
正
後
の
農
薬
取
締
法
の
目
的
と
し

て
、
「
農
薬
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
及
び
そ
の
安
全
か
つ
適
正
な
使
用
の
確
保
」
が
明
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
際
的
動
向
等

を
踏
ま
え
、
定
期
的
に
安
全
性
等
の
再
評
価
を
行
う
制
度
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

農
薬
の
安
全
性
に
関
す
る
国
際
的
動
向
は
、
農
薬
の
使
用
削
減
も
入
れ
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
国
際

的
な
化
学
物
質
管
理
の
た
め
の
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｍ
）
の
世
界
行
動
計
画
に
は
「
も
っ
と
も
有
害
性
の
低
い
農

薬
の
調
達
を
優
先
さ
せ
、
過
剰
ま
た
は
不
適
切
な
化
学
物
質
（
農
薬
）
の
使
用
を
避
け
る
た
め
の
最
適
な
手
法
を
用
い
る
べ

き
」
、
「
害
虫
管
理
に
つ
い
て
効
果
的
で
化
学
物
質
を
使
用
し
な
い
代
替
方
法
と
同
様
に
、
よ
り
リ
ス
ク
の
低
い
農
薬
の
開
発

と
使
用
及
び
、
高
度
に
有
害
な
農
薬
の
代
替
を
推
進
す
べ
き
」
と
あ
り
、
過
剰
な
農
薬
の
使
用
を
避
け
、
農
薬
を
使
用
し
な
い

代
替
方
法
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
農
薬
指
令
は
、
農
薬
を
殺
生
物
剤
で
毒
物
と
し
て
扱
い
、
予
防
原
則

に
基
づ
き
、
農
薬
使
用
が
人
の
健
康
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
危
険
性
及
び
影
響
力
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
Ｉ

Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
有
害
生
物
管
理
）
及
び
農
薬
に
依
存
し
な
い
方
法
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
薬
使
用
を
最
小
限

化
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
整
備
し
て
い
る
。
農
薬
暴
露
は
、
子
ど
も
の
健
康
な
発
達
、
こ
と
に
脳
発
達
を
阻
害
す
る
可
能
性
が

一



高
い
の
で
暴
露
を
極
力
抑
え
る
よ
う
、
二
〇
一
二
年
米
国
小
児
科
学
会
や
二
〇
一
五
年
国
際
産
婦
人
科
連
盟
は
公
式
勧
告
を
出

し
て
い
る
。

日
本
で
は
二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
二
〇
二
五
年
に
大
阪
万
博
が
予
定
さ
れ
、
国
産
の
農

産
物
の
安
全
性
が
海
外
か
ら
も
国
内
か
ら
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
我
が
国
の
耕
地
面
積
当
た
り
の
農
薬
使
用
量
は
、

他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
く
、
多
量
の
農
薬
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
国
内
で
も
有
機
・
無
農

薬
農
産
物
を
求
め
る
国
民
は
急
増
し
て
お
り
、
農
林
水
産
省
の
発
表
で
は
利
用
中
の
国
民
が
十
八
％
に
加
え
、
希
望
す
る
国
民

が
六
十
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
改
正
農
薬
取
締
法
に
お
い
て
再
評
価
を
進
め
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。

以
上
に
鑑
み
、
以
下
質
問
す
る
。

一

農
薬
の
中
で
も
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
の
残
留
基
準
は
、
海
外
に
比
べ
て
桁
違
い
に
緩
い
も
の
が
多
い
。
国
内
の
農
産
物
の

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
の
残
留
農
薬
は
、
平
成
二
十
六－
二
十
八
年
に
農
林
水
産
省
で
発
表
さ
れ
た
値
を
見
て
も
、
Ｅ
Ｕ
で
は

基
準
超
え
を
す
る
も
の
や
未
登
録
の
農
薬
が
多
く
あ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
世
界
か
ら

日
本
の
農
産
物
の
信
用
を
得
る
に
は
、
農
産
物
の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
な
ど
の
農
薬
残
留
基
準
を
、
Ｅ
Ｕ
の
基
準
な
ど
世
界

二



レ
ベ
ル
の
基
準
と
同
等
以
上
に
厳
格
化
し
、
日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
認
証
に
も
早
急
に
適
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
、
日
本
の
農
産
物
の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
な
ど
の
農
薬
残
留
基
準
を
、
Ｅ
Ｕ
の
基
準
な
ど
世
界
レ

ベ
ル
の
基
準
と
同
等
以
上
に
厳
格
化
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の
基
準
な
ど
世
界
レ
ベ
ル
の
基
準
と
同
等
以
上
に
厳
格
化
し
な
い
の
は
何
故
か
。
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

二

国
内
の
農
薬
残
留
基
準
は
一
日
摂
取
許
容
量
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
の
八
十
％
を
超
え
な
け
れ
ば
安
全
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
準

と
な
る
無
毒
性
量
以
下
の
投
与
で
も
、
動
物
実
験
で
行
動
異
常
を
起
こ
す
報
告
が
複
数
あ
る
（
ア
セ
タ
ミ
プ
リ
ド
を
無
毒
性

量
七
・
一
㎎
／
㎏
／
day
以
下
の
一
㎎
／
㎏
／
day
を
妊
娠
マ
ウ
ス
に
投
与
す
る
と
、
生
ま
れ
た
雄
仔
マ
ウ
ス
に
行
動
異
常
を
起

こ
す
こ
と
が
、
二
〇
一
六
年
国
立
環
境
研
究
所
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン
は
無
毒
性
量
九
・
七
㎎
／
㎏
／

day
以
下
の
五
㎎
／
㎏
／
day
を
雄
の
成
獣
マ
ウ
ス
に
投
与
す
る
と
、
不
安
行
動
な
ど
異
常
を
起
こ
す
こ
と
が
二
〇
一
八
年
神
戸

大
学
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
）
。

こ
と
に
ア
セ
タ
ミ
プ
リ
ド
は
農
薬
評
価
書
の
推
定
摂
取
量
が
、
小
児
で
Ａ
Ｄ
Ｉ
〇
・
〇
七
一
㎎
／
㎏
／
day
の
六
十
五
％
に

も
達
し
、
Ｅ
Ｕ
で
は
二
〇
一
六
年
、
発
達
神
経
毒
性
の
懸
念
あ
り
と
し
て
Ａ
Ｄ
Ｉ
が
約
三
分
の
一
の
〇
・
〇
二
五
㎎
／
㎏
／

三



day
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
の
小
児
の
推
定
摂
取
量
は
Ｅ
Ｕ
基
準
で
は
超
過
し
て
い
る
。

①

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
は
ハ
チ
を
含
む
生
態
系
へ
の
影
響
が
科
学
的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
の
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。
ま
た
、
特
に
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量
死
・
大
量
失
踪
の
原

因
と
し
て
因
果
関
係
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
、
回
答
を
求
め
る
。

②

政
府
は
多
く
の
野
菜
や
果
実
等
の
花
粉
交
配
・
受
粉
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量
死
・
大
量
失
踪
を
防

止
す
る
た
め
に
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
の
使
用
を
禁
止
あ
る
い
は
規
制
す
る
考
え
は
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を

求
め
る
。

③

さ
ら
に
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
は
、
ヒ
ト
で
も
発
達
神
経
毒
性
が
懸
念
さ
れ
、
予
防
原
則
の
も
と
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
世
界
で

厳
し
い
規
制
が
進
行
し
て
い
る
。
政
府
は
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
で
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
の
ヒ
ト
へ
の
発
達
神
経
毒
性
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
承
知
し
て
い
る
の
か
、
回
答
を
求
め
る
。

④

日
本
政
府
は
、
ヒ
ト
の
健
康
に
つ
い
て
、
予
防
原
則
の
考
え
方
を
導
入
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
。
予
防
原
則
の
考
え

方
を
導
入
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
導
入
し
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

現
在
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
空
中
散
布
が
急
速
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
空
中
散
布
で
許
可
さ
れ

四



る
農
薬
の
種
類
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
、
希
釈
倍
数
の
基
準
を
大
幅
に
緩
和
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
平
成
三
十
年
十
一

月
八
日
付
の
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
に
よ
る
「
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
拡
大
に
向
け
た
意
見
」
に
は
、
「
わ
が
国
で

は
、
一
九
八
〇
年
代
に
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
農
薬
散
布
を
行
う
際
の
航
行
と
農
薬
に
関
す
る
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
仕
組
み
が
、
今
や
最
新
型
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
、
ド
ロ
ー

ン
技
術
の
進
歩
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
規
制
・
制
度
の
見
直
し
が
必
要
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

安
全
性
の
規
制
緩
和
、
す
な
わ
ち
、
経
済
を
優
先
し
て
安
全
を
犠
牲
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
、
回
答
を
求
め
る
。

四

平
成
三
十
年
十
一
月
八
日
付
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
意
見
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
の
空
中
散
布
に
は
、
航
空
法

に
基
づ
く
規
制
、
農
薬
取
締
法
に
基
づ
く
規
制
、
電
波
法
に
基
づ
く
規
制
、
の
三
つ
が
関
係
す
る
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
行

制
度
と
問
題
点
及
び
実
施
す
べ
き
事
項
を
指
摘
し
て
い
る
。

①

政
府
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
の
空
中
散
布
に
つ
い
て
、
航
空
法
、
農
薬
取
締
法
、
電
波
法
そ
れ
ぞ
れ
に
基
づ
く
規

制
の
ど
こ
に
問
題
点
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
変
更
・
実
施
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の

か
、
具
体
的
か
つ
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

五



②

特
に
、
農
薬
取
締
法
に
基
づ
く
規
制
に
つ
い
て
、
規
制
改
革
推
進
会
議
は
、
「
陸
上
散
布
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る

農
薬
の
ド
ロ
ー
ン
散
布
に
当
た
っ
て
は
、
希
釈
倍
数
要
件
の
緩
和
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
薬
の
希
釈
倍
数
の

変
更
に
も
、
あ
ら
た
め
て
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
登
録
・
表
示
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消
費

安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
に
よ
る
検
査
が
必
要
と
な
る
」
「
こ
の
検
査
に
お
い
て
は
農
薬
残
留
デ
ー
タ
を
一

か
ら
取
り
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
数
千
万
円
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
ド
ロ
ー
ン
で
利
用
可
能
な
農
薬
の
種
類
の

拡
大
を
阻
ん
で
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
政
府
は
、
数
千
万
円
の
コ
ス
ト
の
た
め
に
、
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
農

薬
の
作
物
残
留
試
験
を
不
要
と
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。

五

一
方
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
空
中
散
布
に
よ
り
、
ド
リ
フ
ト
の
影
響
を
調
べ
る
調
査
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。
農
薬

の
空
中
散
布
は
大
気
中
に
ド
リ
フ
ト
を
起
こ
し
、
害
虫
以
外
の
生
態
系
や
人
間
へ
予
想
外
の
暴
露
を
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
経
口
で
農
薬
を
暴
露
し
た
場
合
、
肝
臓
で
解
毒
作
用
を
受
け
る
が
、
経
気
経
路
で
暴
露
す
る
と
、
血
中
に
農
薬

が
そ
の
ま
ま
入
り
、
全
身
に
送
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
危
険
性
が
高
ま
る
。
ま
し
て
や
、
国
土
の
狭
い
日
本
で
は
農
地
の
周
囲

に
必
ず
人
家
や
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
な
ど
が
あ
る
。
国
土
交
通
省
の
発
表
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
落
下
事
故
も
多
く
報
告

さ
れ
、
そ
の
中
に
は
農
薬
散
布
の
ド
ロ
ー
ン
も
含
ま
れ
る
。

六



①

政
府
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
散
布
を
行
っ
た
際
の
経
気
経
路
で
の
暴
露
に
よ
る
影
響
お
よ
び
農
薬
散
布
用
の
ド

ロ
ー
ン
の
落
下
時
の
環
境
お
よ
び
健
康
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
説

明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
経
済
を
優
先
し
て
、
安
全
性
に
つ
い
て
の
規
制
を
緩
和
し
、
生
態
系
や
ヒ
ト
の
健
康
に
悪
影
響
を

与
え
る
危
険
性
が
高
い
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
の
空
中
散
布
は
推
進
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
禁
止
す
べ
き
も
の
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
、
回
答
を
求
め
る
。

②

特
に
、
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量
死
・
大
量
失
踪
の
原
因
と
な
り
、
浸
透
性
・
残
効
性
・
神
経
毒
性
が
強
く
、
人
、
特
に
子
ど

も
の
発
達
神
経
毒
性
が
懸
念
さ
れ
、
予
防
原
則
の
も
と
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
世
界
で
厳
し
い
規
制
が
進
行
し
て
い
る
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
系
農
薬
の
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
散
布
は
、
即
刻
禁
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

六

農
産
物
の
輸
出
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
産
業
政
策
で
あ
る
が
、
海
外
と
日
本
で
は
登
録
農
薬
や
残
留
基
準
が
大
き
く
異

な
る
た
め
に
、
農
産
物
輸
出
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
と
に
有
機
リ
ン
系
や
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
な
ど
の
浸
透
性

農
薬
は
、
生
態
影
響
や
健
康
影
響
か
ら
登
録
を
外
れ
る
傾
向
が
大
き
い
。
例
え
ば
現
在
、
世
界
各
地
で
抹
茶
ラ
テ
が
流
行

し
、
日
本
産
茶
葉
（
抹
茶
）
の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
産
茶
葉
（
抹
茶
）
に
は
、
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
の
残
留

が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
ハ
チ
や
生
態
影
響
の
た
め
に
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
は
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農
作
物
へ
の

七



残
留
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
の
検
出
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
税
関
で
リ
ジ
ェ
ク
ト
さ
れ
て
い
る
も

の
が
数
年
来
、
複
数
見
ら
れ
る
。

①

農
作
物
の
輸
出
を
増
や
し
、
日
本
産
の
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、
国
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
農
薬
の
種
類

を
早
急
に
見
直
し
、
危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら
登
録
を
外
し
て
国
際
レ
ベ
ル
に
通
用
す
る
よ
う
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
、
回
答
を
求
め
る
。

②

登
録
さ
れ
た
も
の
の
中
で
も
残
留
基
準
に
つ
い
て
は
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
を
含
み
農
薬
の
残
留
基
準
が
海
外
に
比

べ
、
日
本
の
残
留
基
準
値
が
極
め
て
緩
い
も
の
が
多
い
。
海
外
の
国
の
気
候
条
件
な
ど
考
慮
し
て
も
、
日
本
の
残
留
基
準

の
再
評
価
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

③

登
録
農
薬
や
残
留
農
薬
の
再
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
、
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
や

残
留
基
準
の
低
い
値
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る
の
か
、
回
答
を
求
め
る
。

七

世
界
の
動
向
で
は
、
農
薬
は
殺
生
物
剤
で
あ
り
基
本
的
に
毒
物
と
し
て
扱
い
、
予
防
原
則
を
適
用
し
て
、
生
態
系
や
人
間

に
危
険
性
の
高
い
も
の
は
極
力
使
用
を
減
ら
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
有
機
農
業
の
推
進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
諸
外
国
の
有

機
農
業
の
市
場
規
模
は
年
々
増
大
し
、
欧
州
で
は
総
売
上
四
兆
円
、
米
国
で
は
四
・
八
兆
円
、
中
国
で
は
二
〇
〇
九－

一
三

八



年
で
三
倍
の
伸
び
、
韓
国
で
も
年
三
十
六
％
増
加
し
て
い
る
。
一
方
日
本
で
は
有
機
食
品
の
市
場
規
模
は
約
一
三
〇
〇
億
円

と
欧
米
よ
り
一
桁
小
さ
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
阪
万
博
を
控
え
て
い
る
日
本
で
は
、
有
機
農
業
を
推
進
し
、
農
薬
使
用
を

極
力
下
げ
る
措
置
を
行
わ
な
い
と
、
世
界
で
の
信
用
を
失
い
か
ね
な
い
。
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か
、
具
体
的
か
つ
迅
速
な
提
案
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
有
機
農
産
物
を
求
め
る
海
外
選
手
団
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
お
よ
び
対
応
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
回

答
を
求
め
る
。

八

農
薬
の
毒
性
試
験
に
発
達
神
経
毒
性
や
内
分
泌
か
く
乱
作
用
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

①

日
本
の
農
薬
の
毒
性
試
験
に
は
、
発
達
神
経
毒
性
や
内
分
泌
か
く
乱
作
用
が
入
っ
て
い
な
い
。
発
達
神
経
毒
性
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
国
会
で
川
田
龍
平
議
員
の
質
問
主
意
書
に
対
し
、
答
弁
書
第
一
八
一
号
で
検
討
中
と
提
示
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
の
経
過
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、
政
府
の
回
答
を
求
め
る
。

②

内
分
泌
か
く
乱
作
用
に
つ
い
て
も
、
上
記
答
弁
書
で
は
検
討
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
政
府
の
回
答
を
求
め
る
。

九



九

農
薬
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
分
の
内
分
泌
か
く
乱
作
用
は
、
科
学
的
知
見
が
蓄
積
し
て
、
こ
と
に
発
達
期
の
子
ど
も
や
生
殖

系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
で
は
二
〇
一
二
年
に
「
内
分
泌
か
く
乱
化
学
物
質
の
科
学

の
現
状
」
を
公
開
し
、
内
分
泌
か
く
乱
物
質
が
子
ど
も
の
発
達
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
警
告
し
た
。

Ｅ
Ｕ
で
は
内
分
泌
か
く
乱
作
用
の
あ
る
化
学
物
質
は
既
に
厳
し
い
規
制
が
始
ま
っ
て
お
り
、
農
薬
も
内
分
泌
か
く
乱
作
用

の
た
め
に
登
録
抹
消
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
有
機
リ
ン
系
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン
や
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
ペ
ル
メ
ト
リ
ン
な
ど
複

数
の
農
薬
が
登
録
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
内
で
は
使
用
が
続
い
て
い
る
。
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
も
、
ヒ
ト
の

細
胞
で
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
か
く
乱
作
用
が
報
告
さ
れ
て
海
外
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

農
薬
の
毒
性
試
験
に
発
達
神
経
毒
性
や
内
分
泌
か
く
乱
作
用
を
入
れ
る
こ
と
は
日
本
人
の
健
康
を
守
る
た
め
に
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
世
界
の
動
向
に
鑑
み
て
も
急
務
と
考
え
る
が
、
政
府
の
具
体
的
な
対
応
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

農
薬
評
価
書
、
農
薬
抄
録
は
、
農
薬
が
登
録
・
使
用
後
、
公
開
さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
公
開
に
非
常
に
長
い

年
月
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
例
え
ば
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
チ
ア
ク
ロ
プ
リ
ド
は
、
劇
物
で
あ
り
代
謝
物
の
毒
性
が
毒

物
指
定
の
ニ
コ
チ
ン
よ
り
も
高
い
も
の
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
一
年
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
、
二
〇
一
八
年
十
月
に

よ
う
や
く
評
価
書
が
公
開
さ
れ
た
。
抄
録
に
つ
い
て
は
未
だ
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
評
価
書
や
抄
録
の
毒
性
試
験

一
〇



結
果
は
極
め
て
曖
昧
で
実
際
の
デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
な
い
場
合
も
多
く
、
未
公
開
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
国
民
が
、

使
用
さ
れ
て
い
る
農
薬
の
安
全
性
の
確
認
を
求
め
る
の
は
極
め
て
正
当
な
権
利
で
あ
る
。
ま
た
全
て
の
抄
録
は
、
単
語
を
検

索
で
き
な
い
画
像
版
に
な
っ
て
い
る
の
も
問
題
で
あ
る
。

①

農
薬
評
価
書
、
農
薬
抄
録
の
公
開
は
、
単
語
を
検
索
で
き
る
文
字
コ
ー
ド
を
含
む
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
出
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
政
府
の
対
応
は
い
か
が
か
、
回
答
を
求
め
る
。

②

農
薬
評
価
書
、
農
薬
抄
録
の
公
開
に
つ
い
て
、
そ
の
迅
速
性
、
毒
性
試
験
結
果
の
実
際
の
デ
ー
タ
の
公
開
、
未
公
開
の

も
の
も
積
極
的
に
公
開
す
る
な
ど
、
政
府
の
基
本
的
な
考
え
及
び
具
体
的
な
対
応
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
一

環
境
省
で
毎
年
公
開
し
て
い
る
日
本
人
に
お
け
る
化
学
物
質
の
暴
露
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
、
二
〇
一
六
年
で
一
旦

休
止
と
な
っ
た
。
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
は
、
有
機
塩
素
系
農
薬
な
ど
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
、
内
分
泌
か
く
乱
化
学
物

質
、
毒
性
の
あ
る
重
金
属
類
、
農
薬
類
な
ど
幅
広
い
化
学
物
質
の
汚
染
状
況
を
示
す
価
値
あ
る
調
査
で
あ
っ
た
。
日
本
で

は
、
平
均
寿
命
は
延
び
た
が
、
子
ど
も
の
発
達
障
碍
や
ア
レ
ル
ギ
ー
が
急
増
し
、
成
人
で
は
が
ん
、
高
血
圧
、
心
疾
患
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
精
神
疾
患
も
急
増
し
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
農
薬
な
ど
有
害
な
環
境
化
学
物
質
暴
露
が
疑
わ
れ
て
お

り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
重
要
で
あ
る
。

一
一



実
際
に
、
日
本
人
は
多
種
類
の
化
学
物
質
に
複
合
暴
露
し
て
お
り
、
長
期
的
な
調
査
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を
求
め
る
。
ま
た
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
日
本
人
に
お
け
る
化
学
物
質
の
暴
露

を
把
握
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
政
府
の
対
応
や
今
後
の
方
針
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

一
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